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腸菌外模に存在する膜蛋白質. porin及び~ ﾀ -receptor proteinが三量体として可溶化されていることを
確認すると共に乙の方式の有効性を実証した。また，乙れまで測定が厄介であった比屈折率増分の簡便
1 )円測定法を工夫し，測定の迅速化と試料の微量化に成功した 。そして，非吊に複雑な可溶化状態を示す










1 ). Biochim. Biophys. Acta , 747 , 291(1983) 
2) Biochim. Biophys. Acta , 748 , 153(1983) 






同君は，同システムを活用して，イヌ腎 CNa+ • K+ ) -ATPase および大腸菌外膜蛋白質であるポーリ
ンと À- リセプターについて，頭書の二条件下での測定を精密に実施し，それらの主要成分が前者につい
ては α 2ß 2 と α:P.後の二者についてはし、ずれも的タイプであることを明らかにした。以上の研究は，生
体膜を理解するために極めて有用かっ他の方法では得難い知見を得る道を聞いたものであり，理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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